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１．はじめに
わが国の観光による経済効果は，平成１８年の統
計情報によると旅行消費額は２３．５兆円（生産波及
効果：５２．９兆円），雇用創出効果は２１５万人（波及
効果を含めた雇用創出効果４４２万人）と集計され
ている１）。税収効果は５兆円に上り，日本経済へ
の波及効果は５％を優に超える。この重要性を認
識し，平成２０年１０月１日，「観光立国」の推進体
制強化を目的として「観光庁」が発足した。観光
庁は国土交通省の外庁であり，諸外国に対してわ
が国政府を代表し，対外的発信力を持つとともに，
地域・国民に対し観光のワンストップ窓口となる
ことを謳っている２）。
その施策は大きく５つに分類され，その１つ目
が国際競争力の高い魅力ある観光地作りの支援で
あり，旅行者ニーズにあった観光産業の高度化の
支援を３つ目に挙げている。そして，これらの施
策を実現するため，地域を活性化し情報発信する
重要性を謳っている３）。
一方，地方の経済状態はというと，２００８年後半
から急激な悪化の一途を辿っている。小泉内閣の
構造改革における三位一体改革は，数字の上では
実現したように見受けられるが，その実態は地方
財政を極めて逼迫した状況に追い込んでしまった
と言われている。このことは観光行政にも影響を
与え，観光立国を目指し観光施策を推し進める法
整備が進む一方で，肝心の財源不足が観光施策の
強化を困難に至らしめているのが現実である。
このような背景下で２００７年，徳島県の公式観光
情報サイト「阿波ナビ」は，運用管理業者との契
約に期限を迎え，契約の更新か解除かの選択を迫
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られる時期を迎えた。しかし，契約を更新する予
算的目処が立たず，かといって契約を解除したと
ころで再構築する予算も厳しい。このような背水
の陣で思いついたのが，大学との学官連携であっ
た。
しかしながら，当時３，０００ページからなり，複
雑かつ無秩序に継ぎ足された当該サイトのリ
ニューアルを，無償で引き受けることは容易では
ない。授業の一環として取り組むことは，学生に
生きた教材を提供できる魅力はある。しかし，こ
れらを教材として利用できるように整理しながら，
一方でリニューアルのためのサイトデザインとそ
の構築を期限内に粛々と行うということは，極め
て困難なことだった。
筆者らは９ヶ月間の格闘の末，実に６，０００ペー
ジに発展させて２００８年２月にリニューアルを実現
させた。本年報の前号である年報１３号４）でその取
組み「阿波ナビ魅力向上プロジェクト」のコンセ
プトと進め方における特徴を論述した。ただ，こ
れだけでは情報の整理と統合及び特集ページの充
実は行えたものの，新たな積極的展開には至って
いない。
そこで，このリニューアル後の初プロジェクト
として，阿波ナビの魅力をさらに向上させること
を目的とした映像制作を実施した。これにより，
観光地への集客増，特に滞在型観光客を増加させ
ることを目指し，これらの映像の閲覧ページを阿
波ナビに追加した。
本論文は，この阿波ナビ魅力向上のための新プ
ロジェクトである映像制作への取組みと，そこで
得た知見５）６）をまとめたものである。
２．徳島県公式観光情報サイト「阿波ナビ」とは
２．１「阿波ナビ」運営の背景
徳島県の人口は２００８年７月１日現在，７９５，０３０
人で全国４４位である７）。県内にこれといった主要
産業もなく，少子高齢化と人口の減少が地方財政
をより厳しいものとし，典型的な地方の持つ諸問
題を抱えている。観光は地域活性化政策のひとつ
に挙げられるが，明石海峡大橋の開通が素通り客
の増加を助長し，２００６年度の徳島県への観光入込
数は，年間１２，９７３千人で北海道のわずか８．７％で
しかなく，全国４４位となっている。特に滞在型の
観光客にいたっては，北海道の５．７％で１，５６０千人
であり，全国４６位であることから観光客増は喫緊
の課題である。ただし，２００６年の外国人観光客は
中国，台湾，ドイツなどから多く訪れ，２００５年の
１．７倍となっている。市町レベルでは３９．２％増で
あり，滞在型も１３．１％増となっている。関西国際
空港から近いという地の利を生かし，いかに徳島
を売り込むかが課題である。観光消費額も２００６年
度は前年比１１５％に上昇して５６，９５４，０００千円とな
るなど，徐々に上向きの兆しが出てきている８）。
この徳島県の観光を支えるのが県観光企画課と
財団法人徳島県観光協会である。県では観光地や
イベント情報など，徳島の観光資源をより多くの
人々に知ってもらい，多くの県外人に徳島へ足を
運んでもらうことを目指している。
一方，観光 PRに貢献するツールとしてWeb
サイトがある。徳島県は唯一の公式ウェブサイト
として，徳島県観光情報サイト「阿波ナビ」を運
営している。これは１９９７年より１０年以上の実績が
表１「阿波ナビ」利用者数推移
平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 累 計
インターネット １０８，４９９ ２９９，８７８ ２１４，５３６ ２５５，１４８ ２７６，７７１ ２９１，９７４ １，４４６，８０６
インターネット（英語版） ２，５９７ １，５５７ ４１１ ４，９８１ ８，１９２ ８，９７９ ２６，７１７
タッチパネル ３７，１２９ １２２，７９２ ４０，７９９ ２９，０６０ ２５，６８９ ６，８４７ ２６２，３１６
タッチパネル（英語版） １９１ ２，０９２ ４，２７３ ８４９ ８６ ３３ ７，５２４
携帯 iモード（ドコモ） ８，１９０ １６，２７６ １３，０２１ １４，２９４ １３，５６２ １７，９７９ ８３，３２２
携帯 ezウェブ（au） ８８４ ３，６９４ ３，３３８ ４，３５４ ６，１９３ ４，８０２ ２３，２６５
携帯 iスカイ（j-phone） １，００２ ２，８０４ １，６６２ １，１７４ １，７８５ １，７３５ １０，１６２
合 計 １５８，４９２ ４４９，０９３ ２７８，０４０ ３０９，８６０ ３３２，２７８ ３３２，３４９ １，８６０，１１２
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あり，特にインターネット普及が進む近年では「阿
波ナビ」に寄せられる期待は大きい。この「阿波
ナビ」は１章で述べたように２００８年２月にリ
ニューアルオープンした。リニューアルするまで
の年間の利用者数の推移は表１の通りである６）。
２．２「阿波ナビ」リニューアルの方向
「阿波ナビ」は平成１７年度における利用者数が
３３万件であり，平成１８年１１月における１日当りの
アクセス数は６０２件である。これは県内唯一の公
式サイトであるという存在意義から考えると実に
少ない。その理由には，内容に継ぎ接ぎが多く，
管理者による情報更新が困難で，古い情報が放置
されるという状況があったためである。利用者か
らも使いづらいといった意見が多く寄せられてい
た。そこで徳島県は，「阿波ナビ魅力向上プロジェ
クト」と称する大幅なリニューアル計画を立て，
その実施主体を大学に求めた。そのメリットは前
号にも記載したように，以下の事項が挙げられて
いる。
１）利用者の目線で構成出来るメリットがある
２）フレッシュな目で徳島を再発見出来る可能
性が高い
３）若者に魅力あるデザインが期待出来る
４）制作費の大幅削減が可能である
このプロジェクトでは，サイトデザインの作り
直しを学が主体的に実施し，官はこれに歳々意見
を述べ，逐次承認していくというユニークな形式
の官学連携事業である。通常は官が基本的な仕様
を示して参入する民間業者を募集する。そして，
入札などによって業者を選定すると，ある程度そ
の業者任せとなるのが一般的である。このとき，
官の立場は検査者であり，具体的な内容に踏み込
んで構築に携わることはない。そのため必ずしも
要求が実現せず，また要求自体も細部にまで気の
利いた仕様を当初から提示することが困難なため，
使い勝手は業者サイドの考えに依存せざるを得な
い。そして，そのベースにはコストを抑える力が
常に働いていることは言うまでもない。また，民
間業者にとっても，一方的なシステムを構築しが
ちであり，検査段階で大幅な修正を求められるこ
ともある。
そこで，サイトデザインを学だけが担当するの
ではなく，最初から最後まで官の担当者が携わり，
意見を聴く会合を毎週あるいは隔週で持つことと
した。この会合は７時間ほどにも及ぶこともあり，
膨大な量を１つ１つ十分に詰め，またステップ毎
に関係者上層部の承認を確実に得る方法を貫徹し
た。その結果，学と官の一体感の中で，強い信頼
感を得ることができ，少しの疑問点をもすぐ解決
する健全な状態を維持できたと思われる。以下に，
そこで進めた内容についての概要を示す。
プロジェクトの工程は以下の通りである。
１）従来のサイトの分析
２）従来サイトの変更点の洗い出し
３）従来サイトの変更方法の検討
４）新サイトのシステムの構築
５）新サイトのデザインの制作
ここで１）の従来サイトの分析として，リニュー
アル前のサイトの問題点を列記すると以下のよう
になる。
①巡回できない構造であった
キーワード検索で目的のページに辿り着いたと
しても，そのページがフレーム構造のためそこ
から他のページに移動することができなかった。
②ユーザインタフェースが分かり辛かった
トップページには比較的分かり易いリンクが
あってアクセス数が多いが，それ以外のページ
のアクセス数が極端に少なかった。これは，トッ
プページから辿り着くのが困難であるか，発見
できないページが存在することを意味していた。
③モバイル版のアクセス数が少なかった
モバイル版へのアクセス数が極めて少なく，
トップページから下階層へのアクセスがほとん
どなかった。
④情報の記載ミスや古い情報の記載などがあり，
品質に問題があった
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そこで，筆者らは阿波ナビの状況をより詳細に
分析し，以下に示す１３項目の問題点を抽出した。
①目的・目標が部署によってブレがあった
②具体的な数値目標がなく，達成できたかどうか
分からなかった
③競合サイトとのポジションが曖昧であり，明確
な特長がなかった
④利用者の動線を考慮していないインターフェー
スになっていた
⑤情報の表示の仕方に一貫性がなく，得たい情報
を探しづらかった
⑥旅行先として選択，決定するための情報が少な
かった
⑦制作者側の視点で情報が提供されていた
⑧WEBサイトとしてのインターフェースが分か
りづらかった
⑨利用者へのサポートがサイト上で実現できてい
なかった
⑩サイト内で巡回ができない構造になっていた
⑪検索機能などでシステムに不具合があった
⑫サイト情報のページ追加，画像表示などが自由
に出来ない状態だった
⑬実際にその時期その地域で行われる事柄との連
動連携ができていなかった
そして，これらの問題点を次の４つにまとめ，
対応策を検討した。
１）WEBサイトとしての明確な目的・目標が
なかった
２）潜在的な利用者でさえ得たい情報に辿り着
いていない可能性があった
３）利用者が得たい情報を得られていなかった
４）利用者に伝えたい情報が伝えられていな
かった
その対応策の検討にはワークフローを採用し，
これに基づいてヒアリング調査，キーワード調査，
競合リサーチ調査，ポジショニングレポート，ア
クセスログ解析レポート，ユーザインタフェース
調査，予測レポート，ターゲットレポート，ユー
ザーシナリオ，ガイドライン，戦力策定書，プロ
ジェクト概要書，フローチャート，ユーザインタ
フェースデザインプロトタイプといった相当量の
資料を作成し，リニューアルのポイントを整理した。
そして，利用者の抱える深刻度に応じたコンテン
ツ提供と，問題解決のための情報提供をタイミン
グよく行うことにより，機能する阿波ナビの構築
を実現し，２００８年２月のリニューアルオープンに
至ったのである。
３．リニューアル後の「阿波ナビ」
リニューアルを行った後に財団法人徳島県観光
協会に資料請求があった時点で，アンケート調査
を実施している。質問項目としては都道府県名，
徳島県で観光したいところ，阿波ナビを利用した
感想，自由記述欄といったものである。回答は数ヶ
月程度の間に１２３件寄せられ，そのうち９８件が「良
い」もしくは「良くなった」というものであった。
また今後の参考になる意見も２７件あり，前向きに
捉えられ評価されている。
４．さらに魅力向上させる新プロジェクト
３章で述べた「阿波ナビ」のリニューアルは，
従来の阿波ナビの問題点を解決し，新しい特集
ページなどの追加によって新鮮さと正確さを備え
ての情報提供を可能にしたことは評価に値する。
また，その取組の方法やプロジェクトの運営方法
は全国的にも珍しく，学際的にも一定の価値が認
められる。しかし，出来上がったサイト自体は，
それまでにあった「阿波ナビ」の焼き直しに他な
らず，観光客の積極的な誘い込みには当たるとは
言えないことから，より新しい取組みを行わなけ
ればならない。
一方，近年はWebサイトの大衆化に加え，イ
ンターネットのブロードバンド化で動画再生サイ
トの利用増が著しい。１，０００万人を超える日本人
ユーザがアクセスしている複数の動画サイトがあ
るように，インターネットを利用して映像を視聴
することが一般的と言える時代が到来している。
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動画は静止画やテキストの何倍もの情報量を有し，
受け手側の解釈の自由度を限定できるメリットが
あり，制作者あるいは提供者の意図をかなり忠実
に伝えることを可能とする。したがって，観光誘
導や情報提供など，動画によってサイトの実効性
を著しく高めることが期待できることになる。
さらに「阿波ナビ」の魅力を向上させるための
プロジェクトとして，この動画による効果を期待
し，徳島県の観光には特に知名度の高い阿波踊り
と四国遍路をブランド映像として制作することと
した。そして，これによるレバレッジ効果を期待
し，観光誘発できる可能性を探ることとした。
４．１ 阿波おどり映像
阿波踊りは蜂須賀家政が天正１４年（１５８６年），
藍や塩で富を蓄積した頃を起源とし，小江戸と呼
ばれた藍商人が阿波おどりを豪華にしていったと
される。江戸時代にありながら武士も町人も百姓
もなく，身分を忘れて一緒に踊ることを許したと
言い伝えられ，平和の祭典として４００年の歴史を
持つ。多くの観光客が８月のお盆の時期に徳島を
訪れる。この阿波踊りは観ることよりも実際に踊
ることによってこそ，より楽しさや躍動感を共有
でき，「また来たい」という気持ちにさせること
ができる。踊り方は簡単ではあるが，そのコツは
頭で理解するものではなく，踊り子のちょっとし
たアドバイスと踊っている姿にあわせて踊ってみ
るという行為が決め手となる。気軽にサイトの踊
り方映像を見ながら密かに練習し，踊ってみたい
気持ちを醸成する。踊るためには滞在することが
不可欠で，したがって滞在型観光客数の増加を見
込めることに繋がる。
４．２「阿波おどり」映像制作プロジェクトの進め方
阿波おどりの映像制作は次のように行った。
①学と官の間で趣旨を共通に理解する
②踊りの「連」の選定，踊り子の人選
③説明項目の厳選，構成と段取り，シナリオ作成
④撮影場所や撮影方法の決定とその確認
⑤編集（尺，音声とテロップ，カット挿入）とそ
の確認
⑥エンコーディング，サーバへの配置
⑦映像説明のためのWebページ作り，ページリン
ク
⑧サイト閲覧者への意識調査，視聴件数調査，サ
イト内誘導件数変化等の効果測定，映像視聴者
の意見聴取，霊場付近や阿波おどり観光会館等
における利用，実態調査などの実施。
「連」と呼ばれる踊りのグループは数多く存在
するが，所謂有名連と言われる代表的な連は，「阿
波おどり振興協会」か「徳島県阿波踊り協会」の
何れかに所属している。そこで，それぞれの協会
から代表となる連を出してもらうこととした。そ
の結果，「阿波おどり振興協会」からは「阿呆連」
が決まり，「徳島県阿波踊り協会」からは「娯茶
平」が決まった。そこで前者には男踊りを，後者
には女踊りを依頼し，それぞれ踊り子を出しても
らうこととした。また筆者がシナリオを準備し，
これを各連で手直しし，完成したシナリオをもと
に撮影の段取りを行った。シナリオは以下の通り
である。
［男踊り］
１）足を軽く外側に向けて肩幅ぐらいに広げる
２）腰を少し落としてやや前かがみになる
３）１，２の姿勢のままで手を目いっぱい上げ，
少し力を抜いた状態が基本姿勢
※この時手のひらは内向き
４）前傾姿勢から体重を前にかけ，足が出たと
ころがイチ。足はつま先から出すこと
５）２で足を踏みかえる
６）手はしっかりと上げた状態を保つことが重要
［女踊り］
１）基本姿勢
両手を肩幅で，真上よりやや前方に指先が
上に向くように上げる。手のひらは内側に
向け，やや小指側を開く
膝を軽く曲げた状態で，やや前かがみに構
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える。膝は開かない
※硬くならず，自然な力加減で構えること
肘がハの字に開き過ぎないよう気を付け
ること
２）リズムの取り方
２拍子のリズムに合わせて，つま先で立ち，
腰を上下に軽く揺する
※膝を伸ばし切ってしまわず，軽く曲げた
状態を保つこと
３）足の運び方
右足を軸足（左足）に添わす様に上げ，腰
のリズムの下がるところで空中で踏み込み
ます。足の上げ方は，爪先が下を向くよう
にして右足を下ろし，同様に左足を上げま
す。上がった左足を空中で踏み込みます。
足の運びはこの様な繰り返しになります
４）腰の入れ方
右足を上げる時，右側の腰を前へ出す感じ
にする。この時，肩も腰の動きに合わせる
こと
左足を上げる時も同様に左側の腰を前へ出
す感じにする。肩も同様に合わせること
５）手の振り
足の運びに添って，腰と肩の動きに合わせ
て上げた手も前へ出すこと
６）指先の動き
腰のリズムの下がるところは，手は開いた
状態となります。左右の足が入れ替わる時，
軽く握ります
※この時中指，薬指，小指を折り曲げる様
な感じ
撮影場所は大学内のスタジオで DVCProのカ
メラコーダ SDX９００を２台用いて録画しながら，
HVS－１０００スイッチャと BE－２０００コントローラ
でスイッチングした映像をSD９３０に収録した（図
１）。また，編集はFinalCutPro HDでマルチカット
編集を行い，その後音入れ，テロップ入れを行っ
た（図２）。
４．３「四国遍路」映像制作プロジェクトの進め方
四国遍路は１２００年前に弘法大師が修行した場所
やその跡を辿り，弘法大師の霊力による奇蹟を求
めて歩き始めたのが起源と言われている。全行程
は約１，４００㎞あり，徳島県の２３ヶ寺を「発心の道
場」，引き続いて高知県の１６ヶ寺を「修行の道場」，
愛媛県の２６ヶ寺を「菩提の道場」，香川県の２３ヶ
寺を「涅槃の道場」と言う。四国を一周するこの
遍路巡礼は，同行二人，すなわち弘法大師と共に
心身をみがき，８８の煩悩を一つひとつ取り除き，
大自然の中で生かされている自分自身を見つめ直
す修行の旅である。年齢に関係なく，一年を通じ
て白装束で巡礼する姿が後を絶たない。観光目的
図１ スタジオ収録風景
図２ FinalCutPro HD阿波踊り編集画面
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の人は少ないが，滞在型来訪者の確保という意味
では案内することは至極重要なことである。参拝
の作法を解説する書物や説明書きは数多く存在す
るが，解説付きの映像はほとんどないのが現状で
ある。実際に参拝する姿を映像で確認できること
は，安心して巡礼に臨めることにつながり，この
ような案内は大変意義深いものである。
４．４「四国遍路」映像制作プロジェクトの進め方
撮影は１番札所霊山寺に協力していただいた。
打ち合わせはシナリオの基本構成を筆者が準備し，
これをもとに霊山寺の担当尼が作法全般を文章化
した。この内容から撮影用シナリオを筆者が作成
した。これをもって再度霊山寺にて尼と住職，先
達らが確認を行った。
一方で他の真言宗寺院の住職の意見や霊場会
（善通寺）の紹介する作法と照合し，問題点等を
修正した。このようにシナリオ作りには詳細に至
るまで十分な確認を行った。映像による参拝作法
の解説がほとんどないのは，このような関係する
お寺や宗派の人たちが納得し，かつ公共の案内に
馴染むよう宗教色を微妙に調整することなどが難
しいためと考えられる。この点では工夫すべきと
ころが沢山あり，民や官ではなく学という立場が
積極的に取り組むことで完成に向けて功を奏した
ものと思われる。このようにして確定したシナリ
オには細かな注意が随所にあり，映像ではこれら
を丁寧に分かり易くする必要がある。実際に作っ
たシナリオは次の通りである。
１）山門（さんもん）
・山門についたら門前に立ち，本堂に向って合
掌し，一礼して下さい。
・次に手水場に進みますが，境内は左側通行を
心がけてください。
２）手水場（ちょうずば）
・手水場では柄杓で水を汲み，左手，右手の順
に手を洗い，続けて左手に溜めた水で口をゆ
すぎます。
・そして，最後に柄杓を立てるように持って柄
を清め，一振りして元へ戻します。
・このとき柄杓に口をつけないでください。
・また洗ったあとの濡れた手は，ご自身のタオ
ルや手ぬぐいで拭いてください。
３）鐘楼（しょうろう）
・鐘楼で鐘をゆっくりと２度つきます。
・とくに，つかなくても構いませんし，つけな
いお寺もあります。
・鐘は参拝後につくと，もどり鐘といって縁起
が悪いので参拝前についてください。
・また，朝早くや夜遅くにはご近所に迷惑なた
め，午前７時から午後５時までの時間帯につ
くようにしてください。
４）本堂（ほんどう）
・杖は境内の杖立てに置きます。
・お堂の一番前に置かれている納札入れに，納
札を一枚入れます。
・納札に書く参拝日には，何月何日吉日と。ま
た，住所は詳しく書かず，大まかなところま
でを書きます。そして，お名前とお願い事を
書いて納めます。
・灯明を１本立てます。後のお参りの方が火傷
しないよう，高いところから，そして奥の方
から立ててください。
・次に線香を３本立てます。丸い線香立てのと
きは真ん中から，四角い線香立てのときは端
から順序よく立ててください。
・点火用の火は，お寺の元火を使うのは構いま
せんが，自分で点けましょう。
・お賽銭を納めて合掌します。お賽銭はお気持
ちを。投げ込まず静かに入れてください。
・念珠をすり合わせます。
・そして左手に一重にかけてください。
・お経を読みます。覚えていても，経本を見な
がら読んでください。
・般若心経を読んだあとはご本尊真言を３回唱
えます。
・「ありがとうございます」と述べて，合掌し
一礼します。
５）大師堂（だいしどう）
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・本堂と同じように参拝を再度おこなってくだ
さい。
・ただし，このときは南無大師遍照金剛と唱え
ます。
・その他にも御堂があれば，参拝してください。
６）納経所（のうきょうしょ）
・納経の証として，納経帳や納経軸に墨書，ご
朱印をもらってください。
・帰宅後は仏壇などに納めて大切に保管しま
しょう。
７）山門（さんもん）
・お寺を出る時は，山門にて合掌・一礼をして
ください。
・以上ですが，映像のように特に白装束で巡礼
しないといけないということはありません。
ご本尊様に対する敬いの心があれば，普段着
ている服装でも構いませんので，お気軽にご
参拝ください。
以上のように，山門での合掌の仕方や手水場で
の手の洗い方，また線香や賽銭，念珠，お経につ
いても細かく説明している。その他にも納経所で
墨書，ご朱印をもらうことや，帰りの合掌・一礼
について説明し，最後に白装束でなくともお気軽
にという文言も加えている。
撮影は平成２０年６月１０日に霊山寺で行い（図３），
以下のことに気をつけた。
①一つひとつのクリップを丁寧に撮る
②落ち着いた雰囲気をそのままに伝える
③個々のシーンは軽快にかつ荘厳さを出しつつ
も流れるように展開する
④モデルの表情からも真剣さが伝わるようにす
る
また編集は，前節の阿波おどりと同様，Final
CutPro HDでノンリニア編集を行った（図４）。
作法の説明の中には他の巡礼や近隣住人，お大
師さまへの心配りを随所に設け，音声とテロップ
で説明を加えた。また，テロップは雰囲気に合う
書体を選択し，映像のカット切り替え時の効果は
極力使用しないこととした。粗編集の段階でナレー
ション収録を行った。ナレーションは落ち着いた
声で，しかもどの年齢の人にもはっきり分かる声
質が必要で，学部学科を越えた大学全体から厳選
した学生を起用した。音声はミキサーで整えて音
声レコーダーにMP３で録音した（図５）。
編集の段階に応じて，映像を県や関係者が確認
した。２度目のチェックバックの様子が図６である。
これらは簡単な文言の修正やテロップの追加，書
図３ 霊山寺撮影風景
図４ Final Cut Pro HD四国遍路編集画面
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体に関する注文などである。
一方，映像を表示するためのサイトデザインは，
リニューアル時のときと同様に，学生が授業の中
で制作したものから数点を選び，そこから県が１
点を決定した。ページ上で映像を表示するサイズ
は，民間の動画サイトで一般的に馴染みのある４８０
×３６０ピクセルというサイズとした。決定された
サイトデザインは図７の通りである。
このデザインは，すっきりとしたページに自然が
多いという徳島の魅力を反映し，映像の配置や映
像以外の情報を制限しているなどの点において好
感が持たれた。
５．まとめ
徳島県の公式観光情報サイト「阿波ナビ」は，
リニューアルの結果，散在していた情報が整理さ
れただけでなく，詳細な情報や旬の情報の特集
ページなどが追加され，十分に充実した利用し易
いサイトとなった。そして，さらに魅力を向上さ
せ，滞在型観光客の増加とその経済波及を狙う目
的で徳島を代表する伝統的文化である阿波おどり
と四国遍路について，その踊り方や巡礼作法の映
像を制作し，初めての人にも分かり易く説明した。
それは単純に動画サイトを作るというものではな
く，官の運営する公式サイトであるが故の考え方
と，詳細な分析を行って緻密な内容構成を実現し
たところに特徴を持つ。加えて文化の伝統的印象
を損なわないために，撮影と編集における構成，
画角，色合い，音声，テロップなど，一つひとつ
に技術的な工夫を行っているところは他に類をみ
ない。今後は，このようにして制作した映像の効
果測定を継続的に実施し，阿波踊り人口の増加へ
の映像の貢献度，巡礼文化から派生する地域に根
付いた文化の継承と，人々の交流に与える映像の
効果等を検証していきたいと考えている。そして，
さらに映像が地域活性化に繋がることを実証し，
映像による地域振興策を模索する計画である。
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図７「阿波ナビ」サイトデザイン
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